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ユフロ大会

エネルギー農園創造への提言

オーストラリア連邦科学産業庁(CSIRO)のシ

ニア・リサーチ・サイエンチストのP．Y・ファン氏

は京都で開かれたユフロ（国際林業研究機関連合）第

17回世界大会で木材エネルギー予測を報告した．その

巾で「エネルギー農園を建設して木材資源を発電や燃

料生産に大いに役立てよう」という興味深い提案を行

った．以下紹介すると，

木材は人間が最古から利用した燃料だ．アジアでは

特にその傾向が強く，1976年の燃料使用量の中で暖房，

調理，原動力，木炭生産用に3if9000万tの木材が使

われた．その間，石油の使用量は3億7000万tである．

1978年における世界の燃料使用のうち47％が木材によ

るものである．にもかかわらず森林資源は十分に認識

されていない．熱帯樹林のあるアジア，アフリカ，南

米で大いに利用すべきだ．

エネルギー農園

計画的に樹木を植えて燃料，木材，果実，木陰をつ

くる計画がある．多くのフィジビリティスタディがあ

るがたとえば，「9万6000haの農園をつくって年間

ha当たり13m3の木材を刈って400メガワットの発電所

を維特する｣(Szego&kemp,1973)とか,｢17000ha

の農園にredalderを植え,ha当たり年間34t(乾燥

状態）の燃料を幹や枝からとることとし,10年サイ

クルで回転させ150メガワットの発電所をつくる」

(Evans,1974)という研究がある．フィリピンの電

力公社は1982年に1万2000haのI_eucaenaの農嗣を

つくり，発電する計画．もう1a,5000haの農園で製

鉄用木炭を供給するという．

「オーストラリアでは液体燃料の不足から，ユーカ

リから酸加水分解法でエタノールを製造する計画があ

る．740haのユーカリ農園を造成し，年間ha当たり24m3

の伐採し，発酵，蒸溜で日量4000tのエチルアルコー

ルをとるというのだ.」(Morse&Siemon,1976)

木材のエネルギー転換

,一

＄

ユフロ開会式皇太子殿下のあいさつ

乾燥した木材はkg当たり1万9000から2ﾉ73000キ

ロジュールの熱カロリーがあり，平均2〃キロジュー

ルだ．ホロセノレローズはリグニン（2ノフ6700kJ)f>

レジン（3万4900kJ)より少ない．木材!|!の水分も

熱カロリーを減少させる．

エネルギーソースとしての木材の利川にはいろいろ

な方法がある．（衣2）
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木炭化技術

木炭は燃料油の5分の2から4分の1の低いカロリ

ーしかないし，経済性からみて100kmから200kmの

移送範囲内にとどまる．しかし炭化によって3万から

3万2000キロジュールとし石油の3分の2にまで高め

得る．木炭は煙がなくクリーンな燃料である．

木炭化学はかつてアルコール，アセトン，エチルア

セテートソルベント等の新製品をとる技術を確立して

いたが，石炭や石油化学にとって代わられダメになっ
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ている．そこで再開発していこうという研究があり，

木炭タールはkg当たり2万3000キロジュールあるの

で燃料油に使えるという報告がある(Knightetal,

1976)．

木炭ガス化技術

1940年代に木炭のガス化があり，ガソリンやディーゼ

ル油不足で自動車に使用された．木炭ガスはm3当たり

3700から5600キロジュール（エアブラスト法）で，石

炭ガス（2万kJ)や天然ガス(3万9000kJ)より低

い．酸素吹き込み法では1万,000から，万4000キロ

ジュール高め得る．

ガス化には固定床型，下方引き法，流動床法がある．

発電

安い木材燃料を使用できるかっこうの場である．10

ないし16気圧，250ないし400℃の高温高圧の木炭だき

ボイラで蒸気タービンを回して発電する．大きな発電

プラントなら発電効率35％が見込める．小規模だと25％

だ乾燥したltの木材は1260kWの電力を発生する．

排熱利用などをはかれば40％の効率にもっていける．

エネルギーへの生物化学的変換

エタノール発酵のため1940年代に生物化学的プロセ

スが使用された．石油危機後，エタノールを自動車燃

料として使うことが考えられている．既存のガソリン

機関だとガソリンに25％までまぜることができる．ブ

ラジルでは石油を削減するのに使われ，米国では経済

ベースに乗っている．今日，エタノールは糖やスター

チ（でん粉）からつくられるが，それらは食糧である．

木材の場合，前処理でリグニンを除去することが望ま

れるが，ちなみにリグニンは木質の20～30％を占める．

酸触媒や酵素で分解発酵する方法がとられる．熱処理，

スチーム，ソルベント法など，いろいろな方法が研究

されている．

おわりに

木材は石油価格の高謄の中で燃料資源としてさらに

顕著な役割を果たす．森林を適当に管理，利用すれば

森林資源は再生利用できるものである．熱帯樹林地方

だけでなく，先進国においても上昇するエネルギーコ

ストを軽減するために大いに利用すべきだ．

旧刊工業新聞社兼子次生）

新エネ機構

世界最大の石炭液化装置

(500tD)建設へ

新エネルギー総合開発機構は日米西独3国共同の石

炭液化プロジェクトが中止となったため独自の実用化

プラントの開発を目ざして世界最大規模の1日あたり

石炭処理量500tのプラント建設計画に着手する．56年

度は予備的な概念設計とし着工は58年度に予定．それ

までに現在あがっている3液化法を1本化するが，こ

れによってわが国の石炭液化技術開発はわｶﾐ国独自の

プラント開発と日豪共同の渇炭液化の2本立になる．

通産省のサンシャイン計画では新エネ機構の委託を

受けて三菱グループがわが国独自のソルボリシス液化

法，住友グループが溶剤抽出液化法，日本鋼管や日立

造船などが直接水添液化法の技術開発に取り組んでい

る．いずれも石炭処理量1t程度の実験規模である．

日本渇炭液化（高橋孝吉社長）は豪州ビクトリア州

の褐炭計画で50tプラントの建設にかかる．

一方，日米独3国のSRCⅡプロジェクトで日量6000t

実用う°ラントを予定していたが，レーガン政権の打ち

切り政策によって方向転換が行われるもの．新エネ機

構では三井石炭液化を通じSRCⅡの経験を取り入れな

がら独自のプラントを開発することにしたもので，概

念設計段階ではエンジニアリング振興協会が中心と

なる．

プラント規模としては実用化へ一気につなぐ観点か

ら,米エクソン社グループのEDSﾌ゚ ロジェクト(250t)

を上回る500tに設定した．またプロセスについては3液

化法が似てきていることと資金の効率的運用をはかる

ため，それぞれの長所を取り入れて1本化することに

した．

(日刊工業新聞社兼子次生）
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｢燃料電池発電技術」の研究開発

基本計画を策定

通産省工業技術院

工業技術院は「燃料電池発電技術」の研究開発基本

計画を策定した．この計画は，発電部門の省エネルギー

化及び石油代替化を促進するため，昭和61年度までの

6年間に約110億円の研究開発費を投入して，天然ガ

ス，メタノール，石炭ガス等の各種燃料が使用でき，

しかも，発電効率の高い燃料電池発電技術を開発しよ

うとするものである．

わが国のエネルギー需要において電力の占める割合

は約30％と大きいが，その7割を占める火力発電の発

電効率は新鋭のものでもせいぜい40％程度に過ぎず，

わが国のエネルギー政策上，電力供給システム高効率

化と石油に代る燃料の多様化の促進を図ることはきわ

めて重要な課題となっている．

燃料電池は天然ガス，メタノール，石炭ガス等を改

質した水素と大気中の酸素とを電気化学的に反応させ

て直接発電する技術で，規模や，負荷率に関係なく

40～50％と高い効率が得られるばかりでなく，その廃

熱を利用することによって80%程度の総合効率が期待

できる．さらに，燃料電池を用いる発電においてはイ

オウ酸化物、窒素酸化物及び温排水による環境への影

響がほとんどなく，また回転部力;ないため騒音，振動

が小さいなど立地上の制約が少ない．このように，然

料電池発電は多くの特長を有するので，人口密集地で

電力需要が多い都市内に設置が可能であり，全電気エ

ネルギーの約60％を占める送電損失の低減も可能とな

る．本プロジェクトにおいては高効率の都市内分散配

置型発電所に適した燃料電池発電技術の研究開発を行

い，これによって発電部門における省エネルギー化及

び石油代替化の推進を図ろうとするものであり，以下

に示すような研究開発の目標と方式が設定されている．

1 ．目標

発電部門における省エネルギー及び石油代替を促進

するため，天然ガス，メタノール，石炭ガス等を燃料

とし，小規模分散型から大規模システムまでの広い適

応性を持ち，かつ発電効率の高い燃料電池システムを

開発する．

このため，リン酸型燃料電池システムを中心に研究

開発をすすめ，あわせて溶融炭酸塩型，固体電解質型

及びアルカリ型燃料電池の研究開発を行う．基本的開

発目標は

(1)リン酸型燃料電池発電システムの達成すべき目標

は次のとおりとする．

項目目標

出力1000kW級(AC)

発電効率＊40％以上

白金使用量6.5mg/W以下

寿命40.000時間

環境法令基準以下

＊燃料のもつ熱エネルギーに対する

電気出力の割合

また，将来の実用システムにおいて，次の条件を満

たすことを前提とする．

①経済性在来汽力発電方式と同等以上

②設置場所都市内又は都市近効に設置可能

③設置面積変電所用地と同等以下

(2)溶融炭酸塩型，固体電解質型及びアルカリ型燃料

電池の実用化の時点における目標発電効率は次のと

おりとする．

型式目標発電効率

溶融炭酸塩型燃料電池45％

固体電解質型燃料電池50％

アルカリ型燃料電池45％

2．方式

(1)天然ガス，メタノールを燃料とするリン酸型燃料

電池発電システムについては，千kW級の電池本体

の開発を行うとともに，燃料改質系，排熱回収系，

制御系等の周辺技術の開発を並行して行い，これら

の成果をふまえ実用化を目途に実証試験を行う．

(2)石炭ガスも燃料とすることが可能な溶融炭酸塩型

燃料電池については，数kW級の燃料電池の研究開

発を行い，その後の実用化研究の方針を決める．

(3)燃料の多様化が可能な固体電解質燃料電池につい

ては，数百kW級の燃料電池の研究開発を行う．

(4)水素を燃料とするアルカリ型燃料電池については，

実用化を目途に75mW/cm2の性能を有する数kW級

の燃料電池の研究開発を行う‘

(5)以上の研究開発を支援するために，各種燃料電池
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発電システムの最適化，コミュニティーエネルギー

供給センターとしての容量，配置，利用法，環境安

全問題，経済性等についてトータルシステムの研究

を行う．

（工業技術院大阪工業技術試験所中根正典） 記
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園自国力昌(KWGD》
関電の風力発電計画がスタート

力量5520KWn

.2軒分に相当）

関西電力は和歌山県西牟婁郡串本町潮岬字住崎3380に

|潮岬風力発屯研究投備｣(潮風1号，発咽出力5kW)

を完成，8月から研究を始めた．風車は浮力型(揚力型）

のダリウス型で縦横8mのわが国蚊大級のものである．

近畿で一番の強風地は滋賀県の伊吹11l山頂(10m)

で，次いで潮岬(4.4m).そこで同社総合技術研究所

は潮岬に立地を決めたもので，股削1台から車で約5分

のところ．年|ﾊlを皿じて豊かな風力に恵まれている．

設備をみると，風車はダリウス型の2枚翼．断面は

飛行機の翼のようになっていて，横からみると短冊型．

それを「く」の字に曲げて菱形にして真ん中に回転軸

が通っている.4m以上の風が|||ると誘導電動（発電）

機で回転駆動させ，風速10mで毎分100回転，風車ll1

力が6kWになっている．回転は下部のゴムカップリン

グ伝導器で増速機に伝え,60ヘルツの回転に調整して

5kWの交流|行1期発電機で交流100Vを発生する．これ

をインバータ，コンバータで交流200Vに昇圧して近

くの潮岬中学校の電気温水器(3004)に供給する．

別に誘導電動発電機(5kW)でも交流220Vを発電で

きる．年合計.電力量は,5,520kWhで一般家庭の2軒

分にあたる．

発電効率はプロペラ型の40%,柴風板式サボニウス

型の30％の中間にあたる35％とか．風から得られるエ

ネルギーは風速の3乗に比例するので風の強弱で発電

量は著しく違う．6月17日の運転開始以来3カ月の実

績では最低が無風によるゼロ，最高が4,6kWで予定の

00011M月

潮風1号の能力

5kWはまだl1lていない.1～3月の強風期が期待さ

れる．風車は風速60mに耐えるが，大事をとって15m

で止める．

研究目的には，石油に代わるエネルギーとして原子

力，石炭などとともに自然エネルギーの開発利用mか

ら風のエネルギーをなるべく多く電力として取り出す

技術や安定して電力を供給する技術などを研究する，

とうたわれている．出力変動の差をうめるため，今後

電力のバッテリ貯蔵，回転力の油圧貯蔵を行う計画．

実験期間は7月から59年3月までの約3カ月間だ．ダ

リウスだけでなく，抵抗型のサボニウス風車発電の実

験も考えている．

実用にむけてのポイントはコスト．実験施設のため

小規模で5000万円かかったのはやむを得ないが，これ

ではキロワット当たり何と1000万円にもつく．原子力

で25万円，最新の御坊火力で15万円であることを考え

ると絶望的ともいえる．

(日刊工業新聞社兼子次生）
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